
  

令和６年２月２９日開会 

 

 

令 和 ６ 年 第 １ 回 

つがる市議会定例会 

 

 

 

提 出 議 案 市 長 説 明 要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

つ が る 市  



- 1 - 

 

本日ここに、令和６年第１回つがる市議会定例会の

開会にあたり、上程されました議案について、その 

概要をご説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと 

思います。 

提案理由の説明に先立ちまして、一言ご報告を申し

上げます。 

初めに、１月２４日午前１１時４０分ごろ、市中心

部の木造千年から柏玉水までの東西約１.６km にわ

たって突風が発生いたしました。青森地方気象台は、 

被害状況や目撃証言などから、突風は風速約５０ｍの

竜巻が発生したものと推定されると結論づけました。 

この竜巻により、市内では住家３棟が一部損壊した

ほか、木造中学校では体育館などが破損する被害を受

けました。私も翌日に気象台の機動調査班に同行し、

被害状況を確認いたしましたが、自然の猛威を痛感さ

せられました。この度の災害では人的被害がなく安堵

しているところであります。改めて被害に遭われまし

た皆様方に心からお見舞いを申し上げます。 



- 2 - 

 

一方、元日に発生した能登半島地震は、明日で２ヶ

月となります。この地震による死者は２４０人を超え、

７万棟を超える住宅が被害を受けました。そして、 

今もなお少なくとも１万人を超える人が避難所や、 

車中泊での避難生活を余儀なくされています。 

本市といたしましても、被災地支援の一助になれば

と職員を派遣し、義援金箱を設置したところでありま

す。被災地で亡くなられた方々のご冥福を心からお祈

りするとともに、一日も早い復旧・復興を願っており

ます。 

それでは、本定例会に提出いたしました専決処分 

１件、予算案１０件、条例案１８件、諮問２件の合わ

せて３１件についてご説明申し上げます。 

まず、専決処分についてご説明申し上げます。 

議案第１号専決処分した「令和５年度つがる市一般

会計補正予算（第９号）」は、国の物価高騰対策に対

応した補正であり、住民税均等割のみ課税世帯に１０

万円を給付する事業、及び住民税非課税世帯の１８歳
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以下の子ども一人あたり５万円を給付する事業費と

して、早急に措置する必要がありましたので、地方自

治法第１７９条第１項の規定に基づき、本職において

専決処分したものであります。 

次に、予算案につきましてご説明申し上げます。 

議案第２号「令和５年度つがる市一般会計補正予算

（第１０号）案」は、本年度の事務・事業の精査など

により所要の予算措置を講ずることとしたもので 

あります。 

その結果、一般会計の予算規模は既決予算から１億

６，７３０万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

２４２億２，９０５万８千円とするものであります。 

それでは、歳出に計上された主なるものについて、

ご説明いたします。 

まず、各款において、事業の完了による減額の補正

を行いました。 

３款民生費においては、電気、燃料等の高騰により

温泉施設の指定管理料の追加分を計上しました。 
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６款農林水産業費においても、農業施設の指定管理

料の追加計上のほか、柏農産物加工センター建設にか

かる設計業務委託料の追加分を計上しました。 

次に、歳入予算についてご説明申し上げます。 

地方交付税のうち普通交付税については再算定に

より１億６９９万１千円を追加したところでありま

す。これにより普通交付税の総額は、９１億４，２１

６万５千円となっております。 

国・県支出金及び市債におきましては、事業の完了

等に伴う補正となっております。 

議案第３号から議案第６号までの令和５年度各特

別会計及び下水道事業会計の補正予算につきまして

は、ご審議の際に詳細にご説明を申し上げます。 

次に議案第７号「令和６年度つがる市一般会計予算

案」についてご説明申し上げます。 

令和６年度の当初予算の編成に当たっては、市長 

就任以来一貫して「人口減少・少子高齢化対策」、「魅

力ある農業の推進」及び「子育て・健康づくり対策の
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充実」を重点課題とし、予算を編成したところであり

ます。 

また、財政規律を堅持し、安定的な財政運営を基本

としながら、限られた財源を効果的に配分するように

努めたところであります。 

その結果、一般会計の予算規模は２３４億６千万円

となり、前年度比１３億６千万円の増額、率にして 

６.２％の増となっております。 

性質別の支出では義務的経費において、人件費は 

給与改定及び定年延長制度により微増となり、物件費

においては、物価高騰により経常経費が増加しており

ます。 

投資的経費においては、普通建設事業費において、

前年度比４億８，１５４万１千円の増、率にして１９．

３％の増となっております。 

それでは、歳出における主なものにつきまして、 

款を追ってご説明申し上げます。 

２款総務費においては、高齢者の移動手段確保のた
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めのタクシー利用助成事業費のほか、市制施行２０周

年に向けた各種記念事業費を計上しました。 

３款民生費では、しゃりき温泉の建て替えに向けた

設計業務委託料、障害のある方の避難行動要支援者名

簿のシステム化事業費のほか、難聴者への補聴器購入

助成事業費を計上しました。 

４款衛生費では、予防接種事業及び市民特別健診 

事業を継続して行うとともに、新たに拡大新生児スク

リーニング検査により４項目の検査を追加する費用

の助成、及びがん患者の医療用補正具について対象を 

拡充するための費用を計上しました。 

６款農林水産業費では、つがるブランド農産物で 

ありますメロンの選果システムの更新及びメロンの

鮮度保持装置の導入費用、柏農産物加工センター等の

建設に伴う造成費用を計上しました。 

７款商工費では、買い物弱者を支援するため、移動

販売車購入費用及び稲垣・車力地区の巡回販売事業費、

物価高騰対策事業として市民一人あたり３千円の 
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商品券の給付、及びプレミアム付き商品券の事業費に

ついて計上しました。 

８款土木費では、木造若緑団地の建て替えに民間の

ノウハウを活用したＰＦＩ事業を導入するための 

業務委託料を計上しました。 

９款消防費では、消防団員の活動服を新基準にあわ

せて更新するほか、消防庁舎の設備の改修費用を計上

しました。 

１０款教育費では、「教職員の働き方改革」の一環

として、小中学校の電話に留守番電話機能を追加する

ほか、令和７年度からの３０人学級に対応するため、

向陽小学校においては特別教室から普通教室への改

修工事費を計上しました。また、史跡亀ヶ岡石器時代

遺跡・田小屋野貝塚整備基本設計委託料を計上しまし

た。これにより現地ガイダンス施設の建設に向け、 

さらに一歩前進することになります。 

次に、歳入の主なるものにつきましてご説明申し上

げます。 
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市税につきましては、国の定額減税による減収を 

見込んだことにより、２，９１４万７千円減の２６億

５，４６１万９千円を計上しました。 

なお、定額減税による減収分は地方特例交付金によ

り全額国から補填されることとなっております。 

地方交付税については、普通交付税、特別交付税 

それぞれ１億円の増を見込み、前年度比２億円の増額

を計上しました。 

寄附金につきましては、ふるさと納税を前年度比 

６千万円の増額を見込み、総額１億７千万円を計上し

ました。 

繰入金につきましては、１９億４，５４３万４千円

を計上し、財源調整のための財政調整基金からの繰入

は、８億６，２１８万２千円となりました。 

市債につきましては、防災無線屋外子局の更新工事

等により前年度比６億６，４５０万円増の２４億８，

７２０万円を計上しました。 

以上が令和６年度一般会計予算の概要であります。 
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議案第８号から議案第１１号までの令和６年度各

特別会計及び下水道事業会計予算案につきましては、

ご審議の際に、詳細にご説明を申し上げます。 

次に、条例案についてご説明申し上げます。 

議案第１２号「つがる市行政手続における特定の 

個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用等に関する条例の一部を改正

する条例案」は、いわゆるマイナンバー法の一部改正

に伴い、所要の改正を行うものであります。 

議案第１３号「つがる市長等の損害賠償責任の一部

の免責に関する条例及びつがる市下水道事業の設置

等に関する条例の一部を改正する条例案」は、地方自

治法等の一部改正に伴い、所要の改正を行うものであ

ります。 

議案第１４号「つがる市附属機関設置条例の一部を

改正する条例案」は、市が実施する PFI事業について、

いわゆる PFI法の趣旨に基づき、事業者の審査等を行

う附属機関を設置するものであります。 
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議案第１５号「つがる市コミュニティセンター条例

の一部を改正する条例案」は、富萢地区簡易体育館を

富萢地区コミュニティセンターの附帯施設として用

途変更を行うため、所要の改正を行うものであります。 

議案第１６号「つがる市姉妹都市国際交流基金条例

を廃止する条例案」及び議案第２７号「つがる市市民

特別健診事業基金条例を廃止する条例案」は、それぞ

れの基金残高の全てを取り崩して当該事業に充当し

たことから、廃止するものであります。 

議案第１７号「つがる市職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例案」は、感染症防疫作業

手当及び徴収手当の支給要件等を改めるため、所要の

改正を行うものであります。 

議案第１８号「つがる市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例案」は、特定任

期付職員の期末手当の支給割合を改めるため、所要の

改正を行うものであります。 

議案第１９号「つがる市犯罪被害者等支援条例案」
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は、犯罪被害者等の支援に必要な施策を総合的に推進

し、安心して暮らすことができる地域社会を実現する

ことを目的として、犯罪被害者等の支援を実施するた

め、制定するものであります。 

議案第２０号「つがる市消防手数料条例の一部を 

改正する条例案」は、地方公共団体の手数料の標準に

関する政令に規定する総務省令で定める金額等を定

める省令の改正に伴い、所要の改正を行うものであり

ます。 

議案第２１号「つがる市コミュニティ消防センター

条例の一部を改正する条例案」は、菊川コミュニティ

消防センターの位置を定めるとともに、条文中の文言

を整理するため、所要の改正を行うものであります。 

議案第２２号「つがる市漁港管理条例及びつがる市

漁港環境施設条例の一部を改正する条例案」は、漁港

漁場整備法の一部改正に伴い、引用する法律名に変更

があるため、改正を行うものであります。 

議案第２３号「つがる市ライスセンター条例及び 
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つがる市カントリーエレベーター条例の一部を改正

する条例案」は、物価高騰の影響による施設維持費の

上昇に伴い、使用料を改めるため、所要の改正を行う

ものであります。 

議案第２４号「つがる市有住宅条例の一部を改正す

る条例案」は、老朽化した市有住宅を用途廃止するた

め、改正を行うものであります。 

議案第２５号「つがる市手数料条例の一部を改正す

る条例案」は、戸籍法の一部改正に伴い、戸籍証明の

広域交付等に係る手数料を定めるとともに、所要の改

正を行うものであります。 

議案第２６号「つがる市介護保険条例の一部を改正

する条例案」は、つがる市第９期介護保険事業計画に

基づく介護保険料の基準額の改定に伴い、当該計画期

間における介護保険料率を改めるため、所要の改正を

行うものであります。 

議案第２８号「つがる市ひとり親家庭等医療費給付

条例及びつがる市営住宅条例の一部を改正する条例
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案」は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等

に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うも

のであります。 

 議案第２９号「つがる市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案」は、内閣府で定める関係基

準等の一部改正に伴い、所要の改正を行うものであり

ます。 

最後に諮問第１号及び諮問第２号の「人権擁護委員

の推薦につき意見を求めるの件」は、任期満了となる 

平田昌子氏、原田正志氏を後任の委員として再び推薦

いたしたく、意見を求めるものであります。 

以上、提出議案等の概要についてご説明申し上げま

したが、本日提案いたしております議案等のうち、 

議案第２５号「つがる市手数料条例の一部を改正する

条例案」については、当該条例の施行日が、令和６年

３月１日となることから、先議をお願いするものでご

ざいます。 
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議事の進行に伴い、ご質問に応じ、本職をはじめ関

係者から詳細にご説明申し上げたいと思います。 

何卒、慎重にご審議の上、原案どおり御承認、御議

決、御同意を賜りますようお願い申し上げ、提出議案

等の説明といたします。 


